
 

（平成２９年度３学期分） 

平成２９年度３学期は２０校に出向き、「生命のがん教育」を実施しました。 

 

◆授業形式 

 （１）医療従事者によるがんについての講義（20 分） 

 （２）がん経験者のお話（20 分） 

 

◆授業風景 

   

（京田辺市立田辺中学校） （八幡市立男山東中学校） （京都市立東山総合支援学校） 

 

◎小学校（７校） 

実施日 実施校 学年 担当講師※ 

１月２７日 向日市立第２向陽小学校 ６年 宇治徳洲会病院 

総合内科 柴田 祥宏 

２月９日 京田辺市立田辺小学校 ６年 京都第一赤十字病院  

緩和ケア内科 部長 上田 和茂 

２月９日 福知山市立修斉小学校 ６年 市立福知山市民病院 

外科医長 川上 定男 

２月２０日 舞鶴市立大浦小学校 ５年 舞鶴医療センター 

外科部長 山下 哲朗 

２月２７日 綾部市立綾部小学校 ６年 綾部市立病院 

消化器内科 医長 長谷川 晴子 

３月３日 八幡市立南山小学校 ６年 京都大学医学部附属病院 

助教 宮本 心一 

３月６日 宇治田原町立宇治田原小学校 ６年 医仁会 武田総合病院 

副院長 加藤 仁司 

 

＜児童の感想＞ 

 見つけにくい“がん”もすぐに見つけられるような機械を作ってほしいなと思いました。 



 「がん」は本当に自分達の近くにあるんだとこの授業を受けて分かりました。 

 「がん」は病気の中でも有名だけど、たくさんの種類の「がん」がある事がわかりました。 

 「がん」の細ぼうは、大きくなるにつれて速く病気が進行するということを初めて知りました。だか

ら、はやくみつけることが大切だなぁと思いました。 

 

◎中学校（１０校） 

実施日 実施校 学年 担当講師※ 

１月３０日 京田辺市立田辺中学校 ２年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

２月１３日 八幡市立男山東中学校 １年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

２月２２日 宇治田原町立維孝館中学校 ２年 京都岡本記念病院 

消化器内科部長 河端 秀明 

２月２６日 八幡市立男山第二中学校 １年 京都医療センター 

がん診療部長 山﨑 誠二 

２月２７日 精華町立精華西中学校 １年 京都府立医科大学附属病院 

消化器内科 保田 宏明 

３月８日 木津川市立山城中学校 ３年 京都山城総合医療センター 

がん診療部長 小池 浩志 

３月１２日 木津川市立泉川中学校 ３年 京都府山城南保健所 

所長 時田 和彦 

３月１３日 京都市立洛水中学校 ３年 京都市立病院 

総合外科医長 久保田 恵子 

３月１４日 井手町立泉ヶ丘中学校 １年 京都府山城北保健所 

所長 大熊 誠太郎 

３月１６日 八幡市立男山第三中学校 ２年 洛和会音羽病院 

副院長 酒見 英太 

 

＜生徒の感想＞ 

 自分の命を大切にするために、まずは自身の生活習慣についてきちんと知っておく必要があると思いま

した、その上で規則正しい生活を心がけていかなければと感じました。 

 「がんが教えてくれたこと」それはとても大切なことであり、とても難しいことだと思います。「あた

りまえ」のような日々をこれから大切に過ごしていきたいと思いました。 



 「がん」は自分の日頃の生活も関わっていると聞いてびっくりしました。“がん”について関心はあって

も知識は全くなかったから、今日色々なことを知れて良かった。 

 健康でいるためには定期的に検査を受けることが重要だと言うことが分かりました。もし、家族の誰か

が「がん」になっても家族の不安を抑えられるような行動を心がけたいです。 

 

◎高等学校（３校） 

実施日 実施校 学年 担当講師※ 

１月２３日 京都市立東山総合支援学校 １年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

２月７日 京都府立須知高等学校 ３年 三菱京都病院 

緩和ケア内科 部長 吉岡 亮 

２月１５日 京都府立峰山高等学校 

弥栄分校 

３年 京都府丹後保健所 

所長 山田 明 

 

＜生徒の感想＞ 

 私の家はがん家系なので親からもよく健康に気をつけなさいと言われます。実際に私の祖父はがんで亡

くなりました。その時私は小学３年生ながらもがんの怖さをとても感じていました。今回の講演で改め

て生活習慣を良くすることの重要性を強く心に留めることができました。また中学生の頃に子宮がん予

防ワクチンを打ちました。ワクチン接種による副作用が一時期流行ってしまったことが影響になり、ワ

クチンを受ける人が少なくなりました。この事を社会的にもしっかり考えて副作用の影響を心配しなく

て済む、安心してワクチンにのぞめる社会にしてほしいと考えます。 

 

※担当講師の所属・役職は授業実施当時のものです。 

 

「生命のがん教育」の実施を検討されている学校は健康対策課がん対策係までご連絡ください。 

TEL：075-414-4766  電子メール：kentai@pref.kyoto.lg.jp 

 


